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在宅酸素の安否確認システム

https://www.safetylink24.jp/


緊急・災害時HOT患者への安否確認システム

鹿児島酸素㈱

患者様

状況発信



機能紹介





➁鹿児島酸素でHOT患者の情報確認



③自由な配信メッセージの作成



安否確認システムの必要性

日常の酸素濃縮機の点検、ボンベ交換は、弊社の担当者が一軒ずつ患者様宅を
訪問して行っています。

大規模災害が発生した場合、患者様やそのご家族がどのような状況にあるかい
ち早く確認することが重要になります。

「酸素は足りているか。」「避難場所はどこか。」と、少しでも早く初期情報
を集め対応を判断することが必要となります。

また、重ねて従業員の安否確認もする事で初動対応を行う上での人員の把握を
兼ねています。

患者様には安心して弊社をご利用していただき、出来る限りの対応をしてあげ
たい。

その思いで今回、安否確認システムSefetylink24を導入しました。



システム概要

災害発生時、気象庁から配信される地震・防
災気象情報を受信することにより自動的に登
録されている対象者に安否確認のメールが配
信されます。また、鹿児島酸素の判断により
手動で登録されている対象者に安否確認の
メールを一斉配信します。
その解答をもとに、位置情報や酸素残量の状
況を地図上にマッピングで収集し、優先順位
の迅速な判断などに役立てることが可能です。
登録された安否情報は、鹿児島酸素がいつで
もリアルタイムに確認することができます。



④簡易的な患者様情報の登録管理



⑤患者情報の一括登録・更新



セキュリティについて



情報セキュリティについて

●サーバ管理への取組み
・耐震や自家発電などの万全な設備を持つ、イーネットソリューションズの
データセンターによる徹底管理

・24時間365日サーバを有人監視
・生体認証による入退室管理を始めとする万全のセキュリティ対策を実施

●サービスしようへの取組み
・SSLによる通信の暗号化
・鹿児島酸素の環境URLを提供
・ユーザー個別のID/PWでセキュリティを保持
※第三者機関によるセキュリティ診断も実施

●情報取扱・管理への取組み
・ISMS(ISO/IEC 27001)を認証取得
・データセンターサービスにおける個人情報管理をはじめとし高いサービス
レベルにて運用管理を徹底
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【鹿児島酸素㈱】



Safetylink24のシステム仕様
・ログイン時のID/PW
個人ID/PWにログインする仕組です。ID/PWを知っているご本人でなければシス
テムへログイン出来ない仕様となっています。

・SSLも標準提供
SSLによりやりとりされる情報は、暗号化されて送受信されますので、大切な情報
はしっかり守られます。

・共用ファイアウォール標準提供
JIMGA版Safetylink24ではファイアウォールを標準サービスにて提供しています。

・ISMS(ISO/IEC 27001)認証取得
ISMSとは情報セキュリティ管理の世界基準である、情報セキュリティマネージメ
ントシステテムです。



安心してお使いいただけます。



「もしも」のために今、できること
突然襲ってくる自然災害をイメージし、日ごろから安全対策をしている
と思います。

例えば…食料・飲料水の確保。避難場所の確認。防災バッグの準備など

それらの防災対策にプラスして、安否確認システムを取り入れてみませ
んか？

鹿児島酸素は、患者さんが安心できる環境を提供します。
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